
 

管理棟について 
 

 

平成 27年度に福岡県により実施された「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創生のための基盤整備検討調査」では、波除堤に釣り機能

を付加していたため管理事務所の面積を 1,095 ㎡と設定していたが、以前のプレジャーボート専門分科会ではボートパーク係留施設の管理棟となる

ため、近隣の脇田フィッシャリーナと同規模の管理事務所と簡易的な修理施設を含めた 350㎡としてとりまとめをした。 

今回、ボートパーク施設に隣接する波除堤に海釣機能が付加されることから、管理棟の規模や導入機能などの考え方を再度整理する必要がある。 

 

 

■施設の方向性 

 

・係留方法については、前回の分科会で水上のみの方針で決定しており、陸上での修理施設は不要となるため、 

現計画である 350㎡から 250㎡へ変更 

 

・ボートパーク管理施設だけでなく、波除堤に海釣機能が付加されることから「海釣施設」の管理も兼ねた施設とし 

て、ボートパーク利用者だけでなく、海釣施設利用者、ビジターや一般来場者も利用できる施設とする。 

 

■導入機能 

 

 ・管理棟に導入する機能やレイアウト等施設の詳細は実施設計においてまとめる。ただし、将来的な管理コストを意識し、持続可能かつ、芦屋港

全体に導入する機能を考慮した効率的なものとする。 

 

 

 

 

資料３ 



（参考）脇田フィッシャリーナ交流棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設 

脇田フィッシャリーナ 

■面積 

247.9 ㎡ 

■施設機能 

事務室、トイレ、交流室（研修室）、展示スペース、倉庫 

■施設の特徴 

・施設はひびき海の公園内にあり、公園利用者など市民利用 

できるように一般開放されている。 

・交流室は船舶所有者会議等に活用されている。 

・係留施設からの通知や釣果情報等の展示スペースがある。 

■近隣施設 

ひびき海の公園（通称：マリンパーク）内には、脇田フィッ 

シャリーナの他に、脇田釣り桟橋、脇田海水浴場、人工海 

岸、人口磯、多目的広場、フィッシャーマンズワーフ「汐入 

の里」（物産館、結婚式場）等の施設がある。 出典：Google マップ 


